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胃癌腹膜転移治療の最前線

　現在の胃癌治療ガイドラインで StageⅣ胃癌に対して提示され

ている選択肢は，化学療法，放射線治療，緩和手術，best sup-

portive care である．腹膜転移例については，化学療法が治療の

中心と考えるのが一般的であろう．しかし，化学療法の進歩とと

もに，下火となっていた手術療法の適応がふたたび拡大される可

能性はあり，現に CY1 症例など軽微な腹膜転移症例は今や根治

を目標とした手術の適応となりつつある．高度な腹膜転移症例に

ついても，より高い「延命」効果を求める化学療法のランダム化

試験を見守るのみではなく，あくまでも「根治」をめざした戦略

に取り組む外科医の試みにも注目していただきたいと思う．本企

画では，胃癌腹膜転移に対する手術療法を含む集学的治療の最前

線を読者諸氏にお伝えすべく，気鋭の執筆者に執筆をお願いした．
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